
 

 

令和７年度事業報告 

 

１ 概 況 

 

人口減少、少子高齢化が進展し生産年齢人口が減少する社会構造の変化に伴い、

企業における雇用継続制度の定着や７０歳までの就業機会確保措置の義務化など、

高齢者の一層の活躍が期待される社会経済状況の中で、「生涯現役社会の実現」に

向けた高年齢者の多様な働き方が進んでいます。 

こうした状況下にあって、シルバー人材センターでは、６０歳代での入会希望者が

減少し、コロナ禍以降、会員の減少傾向に歯止めがかからず、会員数の減少並びに

会員の高年齢化がより進んでいます。 

また、令和５年１０月からインボイス制度による新たな消費税の納税が始まり、令和

６年１１月から施行された、請負事業に携わる会員が法適用の対象となるフリーランス

法では、法に基づく法令順守と契約方法の見直しが求められるとともに、さらに、       

令和７年４月から施行された「改正公益認定法」では、外部役員の導入の義務付けや

財務規律の見直し・新会計基準への移行などの見直しが示めされました。 

令和の時代に入り、国の新たな法律や制度のもと、センターを取り巻く情勢はます

ます厳しさを増していますが、「持続可能なシルバー人材センターの構築」に向け、令

和７年度では、会員確保・拡大の取組みを中心にできる限りの事業を展開しました。 

会員確保拡大、受注・就業機会の拡大の取組みでは、毎月２回入会説明会（年間９

３人参加）を開催するとともに、会員募集記事の HP や会報紙への掲載、構成市町広

報紙や地域情報誌への会員募集記事の掲載などの取組みに加え、令和７年度から、

会員の紹介による入会を促すためのポイント制度を開始（会員の紹介による入会１２

人）するとともに、女性会員拡大のための仲間づくりの場として、女性会員によるサー

クル活動の立ち上げ支援や会員日帰り親睦旅行等の取組みを実施いたしました。 

しかし、年度末会員数は、前年度末から１８人減少し５４５人となり、現在も下げ止ま

らない状況が続いています。 

併せて、高齢会員でも無理なく就業できる仕事の確保に向けて、国の高齢者活躍

人材確保育成事業を活用した就業体験講習会等の取組みを進めましたが、人手不

足分野の就業拡大につなげるための会員の確保、高齢化や後継者不足が著しく、一

部受注制限を余儀なくされている、技能分野・軽作業分野など外就業会員の確保が

課題となっています。 

安全・適正就業の推進の取組みでは、「安全はすべてに優先する」を原点に、安全

意識の向上と事故防止対策の徹底をはかるため、令和７年度では、本格的な就業時

期に合わせ、５月に、草刈安全就業キックオフ大会として、草刈りの安全就業につい

ての講習会を開催いたしました。また、７月に、安全・適正就業委員会による安全パト

ロールを実施、１１月には安全・適正就業推進大会を開催し、安全・適正就業標語（５６

作品の応募）優秀作品表彰や事故発生状況の周知と講義等を実施いたしました。 

令和７年度では、９件の事故（傷害事故６件、物損事故３件）が発生しております。

今後も、会員の高年齢化の進展を踏まえ、安全就業対策の継続的な取組みや会員の

健康確保等について適切な対応を図る必要があります。 

 



 

事業運営基盤強化の取組みでは、令和７年４月に施行された「改正公益認定法」に

基づき、センター業務のより透明性の高い運営を行うことを目的に、昨年の定時総会

から、理事会に外部理事・外部監事を置く新たな役員体制を構築いたしました。併せ

て、正副理事長による業務執行のための打合せ会議を週１回開催する事業運営体制

を継続しながら、理事会を年間６回開催するとともに、理事会が主体となり、令和８年

度から令和１２年度を計画期間とする「第３期中期５ヵ年計画」を策定いたしました。 

また、会員委員に主体的に参画いただている２つの専門委員会は、安全・適正就業

委員会を２回、総務・就業開拓委員会を３回開催し、さらに、令和７年２月には、地区

ごとに地域懇談会を開催いたしました。 

令和７年度の事業実績でございますが、請負（受託）事業による契約金額は、1 億２，

８５７万円余で、対前年比マイナス５.６％、７６９万円余の減少、受注件数は 3,０７７件

で、対前年比マイナス１．４％、４５件の減少となりました。就業会員数の減少並びに会

員の高年齢化に伴う業務量の低下などを要因として、契約金額は大幅な減少となり

ました。 

また、労働者派遣事業も、契約件数で対前年比１２件の減少、契約金額は、２億６７

万円余、対前年比マイナス３．４％、６９６万円余の減少となりました。 

これにより、令和７年度の請負（受託）事業と労働者派遣事業の契約金額の合計で

は３億２，９２２万円余となり、対前年度比１，４６５万円余の大幅な減少となりました。 

令和７年度では、発注者様のご理解ご協力により、令和８年４月からのフリーランス

法に基づく新たな契約方法への移行を進めさせていただきましたが、今後も、シルバ

ー事業では、引き続き、デジタル化による事務の効率化や会員のデジタル利用環境

の整備等を進めていく必要があり、今後も、さまざまな社会情勢の変化に的確に対応

できる体制づくりに努め、事業運営を展開してまいります。 

以下、実施した事業等の概況について報告します。 

 

 

 

 


